
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２学年年間指導計画（評価規準） 

★ 知は、知識・技能     思は、思考・判断・表現     主は、主体的に学習に取り組む態度 

月 単元名 指導内容 評価規準 評価方法 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

・

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

体つくり運動 

＜７時間＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

陸上競技 

＜８時間＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

体ほぐし運動、条件運動 

準備体操・集団行動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

短距離走 

リレー 

長距離走 

 

 

 

 

 

 

 

 

知体を動かす楽しさや心地よさを味わい，体つくり運 動の

意義と行い方，体の動きを高める方法などを理解し，目的に

適した運動を身に付け，組み合わせることができる。 

思自己の課題を発見し，合理的な解決に向けて運動の取り組

み方を工夫するとともに，自己や仲間の考えたことを他者に

伝えることができる。 

主体つくり運動に積極的に取り組むとともに，仲間の学習を

援助しようと すること，一人一人の違いに応じた動きなどを

認めようとすること，話合いに参加しようとすることなどや，

健康・安全に気を配ることができる。 

 

知記録の向上や競争の楽しさや喜びを味わい，陸上競 技の

特性や成り立ち，技術の名称や行い方，その運動に関連して

高まる体 力などを理解するとともに，基本的な動きや効率の

よい動きを身に付けることができる。 

思動きなどの自己の課題を発見し，合理的な解決に向けて運

動の取り組み 方を工夫するとともに，自己の考えたことを他

者に伝えることができる。 

主陸上競技に積極的に取り組むとともに，勝敗などを認め，

ルールやマナーを守ろうとすること，分担した役割を果たそ

うとすること，一人一人の違いに応じた課題や挑戦を認めよ

うとすることなどや，健康・安全に気を配ることができる。 

全ての単元において

以下のように行う。 

 

 

知授業観察 

定期考査 

  

思授業観察 

 定期考査 

 単元レポート 

 

主授業観察 

 単元レポート 

令和６年度 保健体育科 ＜第２学年＞ 年間指導計画と評価規準 

保健体育 第２学年の目標 

【体育分野】 

（１）運動の合理的な実践を通して，運動の楽しさや喜びを味わい，運動を豊かに実践することができるようにするため，運

動，体力の必要性について理解するとともに，基本的な技能を身に付けるようにする。 

（２）運動についての自己の課題を発見し，合理的な解決に向けて思考し判断するとともに，自己や仲間の考えたことを他者

に伝える力を養う。 

（３）運動における競争や協働の経験を通して，公正に取り組む，互いに協力する，自己の役割を果たす，一人一人の違いを

認めようとするなどの意欲を育てるとともに，健康・安全に留意し，自己の最善を尽くして運動をする態度を養う。 

【保健分野】 

個人生活における健康・安全について理解するとともに，基本的な技能を身に付けるようにする。 

保健体育科 教科の目標 

体育や保健の見方・考え方を働かせ，課題を発見し，合理的な解決に向けた学習過程を通して，心と体を一体として捉え，

生涯にわたって心身の健康を保持増進し豊かなｽﾎﾟｰﾂﾗｲﾌを実現するための資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

（１）各種の運動の特性に応じた技能等及び個人生活における健康・安全について理解するとともに，基本的な技能を身に付

けるようにする。 

（２）運動や健康についての自他の課題を発見し，合理的な解決に向けて思考し判断するとともに，他者に伝える力を養う。 

（３）生涯にわたって運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を 目指し，明るく豊かな生活を営む態度を養う。 

 

杉並区立神明中学校 



  

５ 

・ 

６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

球技 

バレーボール 

＜５時間＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保健分野 

健康な生活と病

気の予防 

＜4 時間＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

体育理論 

（1 時間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

レシーブ 

サーブ 

スパイク 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①生活習慣病とその予防 

②がんとその予防 

③喫煙と健康 

④飲酒と健康 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スポーツの意義や効果と学

び方や安全な行い方 

スポーツが心身と社会性に

及ぼす効果 

 

 

 

 

 

 

知勝敗を競う楽しさや喜びを味わい，球技の特性や成り立

ち，技術の名称や行い方，その運動に関連して高まる体力な

どを理解するとともに，基本的な技能や仲間と連携した動き

でゲームを展開するができる。 

思攻防などの自己の課題を発見し，合理的な解決に向けて運

動の取り組み 方を工夫するとともに，自己や仲間の考えたこ

とを他者に伝えることができる。 

主積極的に取り組むとともに，フェアなプレイを守ろうとす

ること， 作戦などについての話合いに参加しようとするこ

と，一人一人の違いに応じたプレイなどを認めようとするこ

と，仲間の学習を援助しようとすることなどや，健康・安全

に気を配ることができる。 

 

知 

①生活習慣病は，日常の生活習慣が要因となって起こる疾病

であり，適切 な対策を講ずることにより予防できることを，

例えば，心臓病，脳血管疾 患，歯周病などを適宜取り上げ理

解できる。 

②がんは，異常な細胞であるがん細胞が増殖する疾病であり，

その要因に は不適切な生活習慣をはじめ様々なものがある

ことを理解できる。 

③たばこの煙の中にはニコチン，タール及び一酸化炭素 など

の有害物質が含まれていること，それらの作用により，毛細

血管の収 縮，心臓への負担，運動能力の低下など様々な急性

影響が現れること，ま た，常習的な喫煙により，がんや心臓

病など様々な疾病を起こしやすくなることを理解できる。 

④酒の主成分のエチルアルコールが中枢神経の働きを低 下

させ，思考力，自制力，運動機能を低下させたり，事故など

を起こしたりすること，急激に大量の飲酒をすると急性中毒

を起こし意識障害や死に 至ることもあることを理解できる。 

思健康な生活と疾病の予防に関わる事象や情報から課題を

発見し，疾病等のリスクを軽減したり，生活の質を高めたり

することなどと関連付けて解決方法を 考え，適切な方法を選

択し，それらを伝え合うことができる。 

主健康な生活と病気の予防について積極的に学び、学んだこ

とを自身のことと関連付けて考えることができる。 

 

知運動やスポーツは，身体の発達やその機能の維持，体力の

向上などの 効果や自信の獲得，ストレスの解消などの心理的

効果及びルールやマナーについて合意したり，適切な人間関

係を築いたりするなどの社会性を 高める効果が期待できる

ことが理解できる。 

思運動やスポーツの意義や効果と学び方や安全な行い方に

ついて，自己の 課題を発見し，よりよい解決に向けて思考し

判断するとともに，他者に伝 えることができる。 

主運動やスポーツの意義や効果と学び方や安全な行い方に

ついての学習に 積極的に取り組むことができる。 
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・ 

７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水泳 

（10 時間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

武道（空手道） 

＜６時間＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

器械運動 

（マット運動） 

＜６時間＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水慣れ 

クロール 

平泳ぎ 

背泳ぎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

礼儀作法 

受け 

突き 

基本形 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回転系 

技巧系 

技の組み合わせ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知記録の向上や競争の楽しさや喜びを味わい，水泳の 特性

や成り立ち，技術の名称や行い方，その運動に関連して高ま

る体力などを理解するとともに，泳法を身に付けることがで

きる。 

思泳法などの自己の課題を発見し，合理的な解決に向けて運

動の取り組み 方を工夫するとともに，自己の考えたことを他

者に伝えることができる。 

主水泳に積極的に取り組むとともに，勝敗などを認め，ルー

ルやマナーを 守ろうとすること，分担した役割を果たそうと

すること，一人一人の違い に応じた課題や挑戦を認めようと

することなどや，水泳の事故防止に関する心得を遵守するな

ど健康・安全に気を配ることができる。 

 

知技ができる楽しさや喜びを味わい，武道の特性や成り立

ち，伝統的な考え方，技の名称や行い方，その運動に関連し

て高まる体力などを理解するとともに，基本動作や基本とな

る技を用いて簡易な攻 防を展開することができる。 

思攻防などの自己の課題を発見し，合理的な解決に向けて運

動の取り組み 方を工夫するとともに，自己の考えたことを他

者に伝えることができる。 

主武道に積極的に取り組むとともに，相手を尊重し，伝統的

な行動の仕方 を守ろうとすること，分担した役割を果たそう

とすること，一人一人の違いに応じた課題や挑戦を認めよう

とすることなどや，禁じ技を用いないなど健康・安全に気を

配ることができる。 

 

 

知技ができる楽しさや喜びを味わい，器械運動の特性 や成

り立ち，技の名称や行い方，その運動に関連して高まる体力

などを理 解するとともに，技をよりよく行うことができる。 

思技などの自己の課題を発見し，合理的な解決に向けて運動

の取り組み方 を工夫するとともに，自己の考えたことを他者

に伝えることができる。 

主積極的に取り組むとともに，よい演技を認めようとするこ

と， 仲間の学習を援助しようとすること，一人一人の違いに

応じた課題や挑戦 を認めようとすることなどや，健康・安全

に気を配ることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 

 

 

 

 

 

 

 

 

保健分野 

健康な生活と 

心の健康 

＜２時間＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保健分野 

心の健康 

傷害の防止 

＜３時間＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

体育理論 

＜１時間＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①薬物乱用と健康 

②飲酒・喫煙・薬物乱用の 

きっかけ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①傷害の原因と防止 

②交通事故の現状と原因 

③交通事故の防止 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スポーツの学び方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知 

①覚醒剤や大麻を取り上げ，摂取によって幻覚を伴った激し

い急性の錯乱状態や急死などを引き起こすこと，薬物の連用

により依存症状が現れ，中断すると精神や身体に苦痛を感じ

るようになるなど 様々な障害が起きることを理解できる。 

②好奇心，なげやりな気持ち，過度 のストレスなどの心理状

態，断りにくい人間関係，宣伝・広告や入手し易 さなどの社

会環境によって助長されること，それらに適切に対処する必

要 があることを理解できる。 

思健康な生活と疾病の予防に関わる事象や情報から課題を

発見し，疾病等のリ スクを軽減したり，生活の質を高めたり

することなどと関連付けて解決方法を 考え，適切な方法を選

択し，それらを伝え合うことができる。 

主健康な生活と病気の予防について積極的に学び、学んだこ

とを自身のことと関連付けて考えることができる。 

 

 

知 

①交通事故や自然災害などによる傷害は，人的要因，環境要

因及びそれらの 相互の関わりによって発生すること，人的要

因としては，人間の心身の状態 や行動の仕方について，環境

要因としては，生活環境における施設・設備の 状態や気象条

件などについて理解できる。 

②③交通事故などによる傷害を防止するためには，人的要因

や環境要因に関わる危険を予測し，それぞれの要因に対して

適切な対策を行うことが必要であることを理解できる。 

思傷害の防止に関わる事象や情報から課題を発見し，自他の

危険の予測を基に， 危険を回避したり，傷害の悪化を防止し

たりする方法を考え，適切な方法を選択し，それらを伝え合

うことができる。 

主傷害の防止について積極的に学び、学んだことを自身のこ

とと関連付けて考えることができる。 

 

 

知運動やスポーツの課題を解決するための合理的な体の動

かし方などを技術といい，技能とは，合理的な練習によって

身に付けた状態であること，技能は個人の体力と関連してい

ることについて理解できる。 

思運動やスポーツの意義や効果と学び方や安全な行い方に

ついて，自己の課題を発見し，よりよい解決に向けて思考し

判断するとともに，他者に伝えることができる。 

主運動やスポーツの意義や効果と学び方や安全な行い方に

ついての学習に 積極的に取り組むことができる。 

 

 

 

 



  

12 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

球技 

サッカー 

＜8 時間＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ダンス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

球技 

バレーボール 

＜4 時間＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パス 

ドリブル 

トラップ 

シュート 

ゲーム 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本ステップ 

発表会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ゲーム 

（基本スキルは 1 学期） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知勝敗を競う楽しさや喜びを味わい，球技の特性や成り立

ち，技術の名称や行い方，その運動に関連して高まる体力な

どを理解するとともに，基本的な技能や仲間と連携した動き

でゲームを展開するができる。 

思攻防などの自己の課題を発見し，合理的な解決に向けて運

動の取り組み 方を工夫するとともに，自己や仲間の考えたこ

とを他者に伝えることができる。 

主積極的に取り組むとともに，フェアなプレイを守ろうとす

ること， 作戦などについての話合いに参加しようとするこ

と，一人一人の違いに応じたプレイなどを認めようとするこ

と，仲間の学習を援助しようとすることなどや，健康・安全

に気を配ることができる。 

 

知感じを込めて踊ったりみんなで踊ったりする楽しさ や喜

びを味わい，ダンスの特性や由来，表現の仕方，その運動に

関連して 高まる体力などを理解するとともに，イメージを捉

えた表現や踊りを通した交流をすることができる。 

思表現などの自己の課題を発見し，合理的な解決に向けて運

動の取り組み 方を工夫するとともに，自己や仲間の考えたこ

とを他者に伝えることができる。 

主ダンスに積極的に取り組むとともに，仲間の学習を援助し

ようとすること，交流などの話合いに参加しようとすること，

一人一人の違いに応じた 表現や役割を認めようとすること

などや，健康・安全に気を配ることができる。 

 

 

知勝敗を競う楽しさや喜びを味わい，球技の特性や成り立

ち，技術の名称や行い方，その運動に関連して高まる体力な

どを理解するとともに，基本的な技能や仲間と連携した動き

でゲームを展開するができる。 

思攻防などの自己の課題を発見し，合理的な解決に向けて運

動の取り組み 方を工夫するとともに，自己や仲間の考えたこ

とを他者に伝えることができる。 

主積極的に取り組むとともに，フェアなプレイを守ろうとす

ること， 作戦などについての話合いに参加しようとするこ

と，一人一人の違いに応じたプレイなどを認めようとするこ

と，仲間の学習を援助しようとすることなどや，健康・安全

に気を配ることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保健分野 

傷害の防止 

＜3 時間＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

体育理論 

＜1 時間＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

球技 

バスケットボール 

＜8 時間＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①犯罪被害の防止 

②自然災害に備えて 

③応急手当の意義と基本 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スポーツの安全な行い方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パス 

ドリブル 

シュート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知 

①犯罪被害に合わないためにはどのようにすれば良いか、ま

た犯罪被害を防止するための方法などを理解することができ

る。 

②自然災害による傷害は，例えば，地震が発生した場合に家

屋の倒壊や家具の落下，転倒などによる危険が原因となって

生じること，また地震に伴って発生する，津波，土砂崩れ，

地割れ，火災などの二次災害によっても生じることを理解で

きる 

③傷害が発生した際に，その場に居合わせた人が行う応急手

当としては，傷 害を受けた人の反応の確認等状況の把握と同

時に，周囲の人への連絡，傷 害の状態に応じた手当が基本で

あり，迅速かつ適切な手当は傷害の悪化を 防止できることを

理解できる。 

思傷害の防止に関わる事象や情報から課題を発見し，自他の

危険の予測を基に， 危険を回避したり，傷害の悪化を防止し

たりする方法を考え，適切な方法を選択し，それらを伝え合

うことができる。 

主傷害の防止について積極的に学び、学んだことを自身のこ

とと関連付けて考えることができる。 

 

知安全に運動やスポーツを行うためには，特性や目的に適し

た運動やスポー ツを選択し，発達の段階に応じた強度，時間，

頻度に配慮した計画を立案すること，体調，施設や用具の安

全を事前に確認すること，準備運動や整理運 動を適切に実施

すること，運動やスポーツの実施中や実施後には，適切な休 

憩や水分補給を行うこと，共に活動する仲間の安全にも配慮

することなどが 重要であることを理解できる。 

思運動やスポーツの意義や効果と学び方や安全な行い方に

ついて，自己の 課題を発見し，よりよい解決に向けて思考し

判断するとともに，他者に伝えることができる。 

技運動やスポーツの意義や効果と学び方や安全な行い方に

ついての学習に 積極的に取り組むことができる。 

 

知勝敗を競う楽しさや喜びを味わい，球技の特性や成り立

ち，技術の名称や行い方，その運動に関連して高まる体力な

どを理解するとともに，基本的な技能や仲間と連携した動き

でゲームを展開するができる。 

思攻防などの自己の課題を発見し，合理的な解決に向けて運

動の取り組み 方を工夫するとともに，自己や仲間の考えたこ

とを他者に伝えることができる。 

主積極的に取り組むとともに，フェアなプレイを守ろうとす

ること， 作戦などについての話合いに参加しようとするこ

と，一人一人の違いに応じたプレイなどを認めようとするこ

と，仲間の学習を援助しようとすることなどや，健康・安全

に気を配ることができる。 

 



  

３ 

   

球技 

バドミントン 

＜8 時間＞ 

 

 

 

 

 

ストローク 

サーブ 

ゲーム（主にダブルス） 

知勝敗を競う楽しさや喜びを味わい，球技の特性や成り立

ち，技術の名称や行い方，その運動に関連して高まる体力な

どを理解するとともに，基本的な技能や仲間と連携した動き

でゲームを展開するができる。 

思攻防などの自己の課題を発見し，合理的な解決に向けて運

動の取り組み 方を工夫するとともに，自己や仲間の考えたこ

とを他者に伝えることができる。 

主積極的に取り組むとともに，フェアなプレイを守ろうとす

ること， 作戦などについての話合いに参加しようとするこ

と，一人一人の違いに応じたプレイなどを認めようとするこ

と，仲間の学習を援助しようとすることなどや，健康・安全

に気を配ることができる。 

 

 

 

※校舎改築の関係で校庭を他校に借りるため、年間を通して以下の種目を行う。 

通 

間 

球技 

ソフトボール 

キャッチ 

スロー 

バッティング 

ゲーム 

知勝敗を競う楽しさや喜びを味わい，球技の特性や成り立

ち，技術の名称や行い方，その運動に関連して高まる体力な

どを理解するとともに，基本的な技能や仲間と連携した動き

でゲームを展開するができる。 

思攻防などの自己の課題を発見し，合理的な解決に向けて運

動の取り組み 方を工夫するとともに，自己や仲間の考えたこ

とを他者に伝えることができる。 

主積極的に取り組むとともに，フェアなプレイを守ろうとす

ること， 作戦などについての話合いに参加しようとするこ

と，一人一人の違いに応じたプレイなどを認めようとするこ

と，仲間の学習を援助しようとすることなどや，健康・安全

に気を配ることができる。 

 

同様 

 


